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*海藻顕微鏡画展(東邦大学)

今年 3月， 東ヂ1¥大学大学院理学研究科教授，吉|崎誠先生

が定年退職されました。2月28日に開催された記念シンポジ

ウムには 150人が出席し，続く記念ノ号ーティも 100人を越す感

大なものとなりました。その会場で展示され，出席者を驚嘆さ

せたのが，吉11向先生が長年，線描されてきたさまざまな海部(淡

水藻も数点)の美しい解剖図です。

おそらくは l日だけの展示ではもったいないとの声があった

のでしょう。4月 13日から 5月251::1まで東邦大学習志野メ

ディアセンターギャラリ ーにて「海説顕微鏡画展」が聞かれ

ました(左上 ・ポスター，右上 ・ロゴ，下:展示会場の様子)。

全国への巡回展などが期待されます。 (北山太樹)

~現微護資ゐ

討J_~ 可ト

安海藻標本のご寄贈に感謝(科博， TNS) 

国立科学陣物館大型藻類標本室 (TNS，つくばili)では，

海藻押し葉標本の寄贈を歓迎しております(詳細Hは55巻2号

本欄)。今年 l月に下記の方から貴重な標本を寄贈していただ

きましたので，この場をお借りして御礼申し上げます。

松j畢圭資先生(高知県室戸市)より，高知県産海副i標本 286

点。 松j翠先生は海洋1!l~脊椛動物特に I~:I殻十IIW類を研究されて

こられましたが， 11白和 33~ 45 年頃にかけて室戸半島の海謀を

採集調査し，それらの同定を故梅崎 勇先生(当時京大山学部)

に依頼されたものです。 (北LLi太樹)

女海藻押し葉ラミネートづくり

中央水産fi)f究所横須賀庁舎の一般公開の際に，海部押し葉

ラミネー卜 を是非やってみようと，企画提案 したのは 2006年

春のことでした。 海部押 し葉ラミネー 卜は，台紙に海~楳本，

魚介類の写真やイラストを切り取った紙片および製作者本人の

写真を日I~Î り付けてラミネー トし ます。 このため，海藻の標本を

準備するのが大変でした。初めて本格的な標本作りに挑戦!し

かし，ヒ ジキ等の肉厚の海藻はカビが生え失敗，アオサや紅藻

は色鮮やかに仕ヒがりましたが，種類・量とも少ない状況でした。

そこで，水産総合研究センターの北海道から石垣島まで、の各水

産研究所から海説標本を譲り受け，また，魚介類の切り抜き紙

片も本音11から譲り受けました。この場をお借りして感謝申し上

げます。
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